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 長期自立生活プログラム報告 

             淺川 都 

 自立生活センター・小平では、毎年、長期自立生活プログラムを開催していま

す。今年は、５月９日から７月２５日まで週一回で計１１回、毎週木曜日に長

期自立生活プログラムを行い、２名の方の参加がありました。 

自立生活プログラムとは、障がいをもつ方が病院や施設やグループホームで

はなく、地域で自立して生きていくためのノウハウを、同じ立場の障がい者か

ら伝えるものです。 

プログラムの内容は、自分の障がいについて、介助者との関係、調理実習、

家族との関係、自立者の自宅訪問、金銭管理や行政の制度について、障がい者

運動の歴史、フィールドトリップなど自立生活を送る上で必要なことです。 

障がいをもつ方が、自立生活をするとき、自分の障がいについてきちんとわ

かっていないと介助者に、わかってもらえません。重度の障がいがある人であ

れば、1 日生活のなかで多くの時間を、介助者の手を必要とします。家族や病院、

施設での生活と違う介助者とどう向き合っていくか、介助者に対する障がい者

の責任についても考えます。自立生活は自分の生活を自分で組み立てていくの

で、日々の生活のなかで、調理、そうじ、洗濯などもプログラムに入っていま

す。介助を受ける上で気をつけなければいけないことや、体調を自分で管理し

ていく上でも、自分のことは自分でわかっている必要があります。 

調理実習では、買い物をみんなで分担して、レシピをもとに、介助者に指示

をして料理を作りました。言葉だけで伝えることの難しさもありますが、みん

な楽しそうに調理して、おいしく食べることができました。 

フィールドトリップでは、渋谷ヒカリエに行きました。事務所のある花小金

井から、西武新宿線と JR 山手線に乗って渋谷駅の目の前です。みんなで一緒に

電車で移動しました。ヒカリエの中のレストランで食事をして、後は集合時間

まで自由行動です。それぞれに、買い物をしたり、お店を見たりと楽しく過ご

していたようでした。 

自立生活をしたいと思っている人にも、自立生活をしている人にも勉強にな

るので、私も講座をしていて、自分の生活を見直すこともできるので、必要だ

なと思っています。講座が始まった頃は「１１回って長いな、７月まで休まず

に参加できるだろうか」と思っていましたが、始まってみると月日の経つのが

早くて、あっという間に終わりました。終えてみて、無事に終わってほっとす

るのと同時に毎週会っていた受講生の方たちと、毎週会えないと思うと少し寂

しい気持ちにもなりました。            

プログラムを通じて２人の方と知り合うことができたことも本当によかった

です。 

また、来年もすこしでもわかりやすい講座を開催したいと思います。 

ありがとうございました。 
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長期自立生活プログラムを受けて 

 私が、自立生活プログラムを受講したきっかけは、「一

人暮らしをしたい、けどどうすればいいのか解らない」と、

今年の冬ごろに CIL・小平に相談をしたことです。そうし

たら、「５月にあるから受けてみたら？」と竹島さんに言

われました。 

 最初は「自立生活プログラムってなんだろう？」と思っ

ていて、いざプログラムの日程をいただき、ところどころ、

正直「私これもうできてる！」と思うところも多々あった

んですが、『自立生活』という言葉と私の『一人暮らしが

したい』という思いが重なり、よく解ってなかった状態で

したが、なんとなく自立に必要だと思い受けてみました。 

 最初のころは人見知りで、お昼ご飯とかも一人隅っこで食べるくらいで、緊

張してドキドキしていました。 毎回一番始めに NEW(新しい)＆GOODS(良いこ

と)から始まるんですけど、それに時間制限があって、それを意識し過ぎて最初

の方は早く喋ってしまい時間がかなり残ったのを覚えてます。そして何回か受

講していって緊張もほぐれ、何となく「自立生活プログラム」というものの雰

囲気も解っていきました。 

 ただ、四回目の調理実習、五回目の掃除・洗濯の仕方、八回目のフィールド

トリップ、十回目の家族との関係は「私に必要なのだろうか？もうできてるじ

ゃないか」ともやもやしながら受講していました。 

 けれど、三回目の介助者との関係の作り方や介助者を使って何かをする、と

いうことは今までやったことが無くてすごく為になりました。一人暮らしをし

ていて「自立生活プログラム受講してよかったなぁ」と思っています。 

 それから、六回目の自立生活運動の歴史は本当に受講して良かったと思いま

す。障がいを持っているということに理解がある人たちが居ることや、あちこ

ちにエレベーターがあること、自分が当たり前に交通機関を使えるということ

が、『普通じゃないんだ。たくさんの障がいを持っている人たちがすごい努力を

した結果なんだ』と知れて良かったと感じてます。 

 七回目の制度のところは、体調不良で受講できていなくてそこは凄くもった

いないことをしたなぁ、と後悔しています。 

 人前というか、対多数に向けて話すのはあまり得意じゃなかったので、この

プログラムに参加するのはすごく勇気がいったなぁ、と終わった今は参加した

自分をちょっと誉めたいです。回数を重ねるにつれ、段々と時間制限とかも気

にせずに話せる様になって嬉しかったです。 

受講する前は「本当に一人暮らしできるのかなぁ？」と正直不安でイメージ

も抽象的だったんですが、実際に一人暮らししてる方のお家に見学に行ったり、

木村 祥子 
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介助者を使ってみたり、段々と「これ自分も一人暮らしできるんじゃないか

な？」と受講する前よりは不安は少なくなりました。 

今は一人暮らしをしているんですが、「このプログラム、受けてて良かったぁ」

とすごく思っています。機会があったら、また違った視点で受講してみたいな

ぁ、と思っています。 

東京都相談支援従事者初任者研修報告 
                 大渕 由理子 

6 月 21 日、22 日、26 日、27 日、7 月 1 日、2 日と東京都相談支援従業者初任

者研修をオリンピックセンター（演習は東京都社会福祉保健医療研修センター）

で受講しました。 

受講者は、一般事業所の人や施設職員、自立生活センター関係の方達が 100

人以上受けていました。その中の大半は健常者で、障がいを持つ方が数名とい

う感じで、健常者に交じった研修を受けたのは、初めてでした。 

講義の内容としては、当事者の話、体験談、東京都職員の話、グループでの

ワークショップなどでした。 

特に、聴覚や視覚障がい当事者の話を聞いて、普段何気ないことでも私は目

や耳は不自由がないので、こういう問題があるんだぁ・・・と思いました。 

例えば、白棒を使用し街を歩いた時の危険さ、盲導犬を利用するにあたり、

ひとつの命を預かる（毎日のトイレの処理、エサ、ブラッシングなど・・・）

ことの重さを感じ普通にペットとして飼うという意味とは違い、自分の目とな

るパートナーと過ごす大変さ。手話での会話の周りの視線が嫌だったり・・・

とかです。 

ワークショップでは、1 グループ 6～7 人に分かれ 1 つの事例検討の内容とし

て「知的障がいの成人男性が家で母親と暮らしていて、普段はクリーニング屋

で働いていて母親が 1 週間入院する」という内容で話し合い、ケアプランを作

るのが課題でした。私のグループは知的障がいの成人の方のケアプランを立て

ました。どんなプランがあるかをみんなで出し合いましたが、意見がバラバラ

でショートステイは？家からヘルパーを入れてみては？など出ました。 

しかし、グループの中の一人が、事例の話の中でその利用者の将来のことを

メインに語っていて、他の方は、そうではなくて今現在のことを話しましょう、

など様々な意見が出て、話に熱が入っていました。 

私からみて、その利用者の立場を考えて何が良

いのかプランを立てればいいのにと思いました。 

今回の研修は私にとって、休憩時間が短く開始

時間も早くキツかったですが、色んな方々と研修

ができ良い経験になりました。 
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涼子の交通アクセス  こんなんでいいん会 

山嵜 涼子 

皆様こんにちは(^_-)-☆ いかがお過ごしですか？ 

熱い熱いと騒いでいた夏はもう終わりですね。朝晩はすっかり秋の気配です。 

 今回の話は電車とバス内の優先席のことにしましょう。と、言うのは最近良

く見かけるのです。 

車内でケンカになるんですね。電車の黄色いつり革の席で・・・。 

わかりますか？優先席でもつり革が白のところと、黄色いところがあるんです

ね。ケンカは黄色のところ。これはね、『携帯電話の電源を切ってください。』

というスペースなんです。誰を想定しているかわかりますか？心臓に『ペース

メーカー』を埋め込んでいる人。 

心臓が誤作動を起こす人が身体に機械を直接埋め込むことで、健康な人に近

い生活が送れる医療機器です。ご存じの方も多いのではないでしょうか。その

機械を埋め込んでいる人が、携帯電話の電波の影響で、ペースメーカー自体が

誤作動を起こしてしまわないように座る安全地帯です。 

ですからあえて携帯電話の電源を落とす必要があるのです。その安全地帯は

車内アナウンスもしていますが、知らずか携帯電話を使用している乗客が結構

いるんです。それで、その席に着いた乗客が、携帯使用の乗客のおばさん。『す

みません。携帯電話の電源を落としていただけませんか？』と丁寧にお願いし

ていましたが、返事は？『何でぇ？』と若者。 

おばさん『ペースメーカーが入っているのです。』若者『影響ないんでしょ？』

おばさん『・・・』 

しかし、そばに居たおじさんに『この方がそういっているんだから切るか席

を立つかしたらどうだ？第一ここは優先席だろ？』若者『うるせーなー！だっ

たら電車なんか乗らなきゃいいだろうが！』おじさん『なんだその言い方は！

周りが気を付けてやればこの方は電車に乗れるんだ！』若者『なんでこっちが

気を使うんだよ！おかしいだろっ？』とおじさんを威嚇し始めたところでさら

に周りの乗客も参加しておばさんを擁護したが、おばさんは『もう止めてくだ

さい。私が降りますから。』と丁寧に謝っていた。 

この会話どう感じますか？私は今年に入りこれが３回目です。１回はエレベ

ーター内でしたが。そこでも若いお姉さんが『うるさいなっ！一瞬なんだから

関係ないでしょ？』私『？。一瞬なんだから切れる₍電源₎でしょ？』お姉さん

『あなたが切ればいいでしょ？』私『そういってる間に切れるでしょ？』と言

ってる間にお姉さん希望の階に着いた。降りる瞬間のお姉さんが私に振り返り

『ばばあっ！』と叫んだ。私『そのようです。』としか言えなかった。まさにお

ばさんに突入したのだ。４４歳。 人は皆４４歳には見えないと言う。確かに

そうである(#^^#) 
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話を戻します・・・。この状況どうですか？こうして改めて会話を思い起こ

すと解決は簡単に思えませんか？知らないならともかく、もし居合わせた人に

そう言われたら皆さんはどのような行動を取りますか？多分『わかりました！』

と言って電源を落とすでしょう。そう想像が着きます。このような優先席のト

ラブルは絶えないのです。特に心臓のような内部障がい。 

私のように車いす使用車と見た目にわかる障がい者ではなく、目には見えな

い障がいを持った人。若い内部障がい者の人は優先席だからと言って座ってい

ると、高齢者に『若いのに・・・』と言われたりする。身体は辛いのに座れな

い。一時でも座って移動できればこの方々は健常者と同じように生活ができる

のに。苦しいですよね。 

人はだれでも若く健康で生きていられるわけではありません。だれでも齢を

重ねると足は不自由になり身体は衰えます。記憶だって若い時と比べたら鮮明

ではありません。これは仕方がないことですよね。若くても病気や障がいや難

病をコントロールして生活している方が大勢います。 

それが誰か？ということが問題なのではなく、自分のそばにその対象者が居

るかもしれないと意識をするだけでその方々は安全・安心なのです。 

これまでの私の原稿では視覚障がい者の点字ブロックの話、車いす使用者の

話をしてきました。そして今回は優先席の話。聴覚障がいの方もおられますね。

内部障がいの人も私の周りに居ます。 

この方々や高齢者のために通常電車では１車両に１箇所の優先席を設けてい

る。それでも座れないという苦情が多いということだ。そこである市は車両前

部を優先席にした。うん！なかなか良い取り組みだ！とおもったがそうにはな

らなかった。それでも高齢者が座れずに、結果その市はさらに『優先優先席』

を設けた。ちょっと笑っちゃいませんか？真剣に取り組んでいるから笑ったら

失礼なんですが・・・。何でそうなっちゃうの？が私の感想だ。 

必要なのは啓発活動かな？国民への障がいへの理解。これは国の責務のはず

なんですがね。 

 そこで、今回は東京都が始めた『席をお譲りください』マークを張り付けて

おきます。どうか妊婦さんマークと同様に、このマークを見たら席をお譲りく

ださい。それからそれから、ホームでの

点字ブロックの上に立ち止っていませ

んか？きっと気に掛けてくださってる

とおもいます。 

もし点字ブロックの上に荷物を置い

ている人が居たら、ちょっとだけ周りを

見回してくだい。歩行には点字が必要な

人がいることを知ってください。その方

が荷物につまずいてホームから落ちな

いように・・・。そして優先席の譲り合

い。心からお願い申し上げます。 
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私と障害⑩ 最終回 

                         淺川 都 

埼玉の自宅から、自立準備のために、自立生活プログラム(ILP)を受けるため

に、電車で事務所に通いました。障がいをもってから、電車に乗ったことがな

かったのですが、使ってみると全く問題なく乗ることができました。 

 

秋に始まった講座も冬に終わり、春になって、宿泊体験プログラムを行いま

した。宿泊体験とは、CIL・小平で体験室という、一般の 2DK のアパートを、車

椅子の人が使えるように、床の畳をフローリングにしたり、玄関にスロープを

つけたり、トイレやお風呂も改修した部屋があります。そこに、3 泊 4 日介助者

をいれて体験するものです。トイレやお風呂、食事作り、そうじ、洗濯など、

介助者の手をかりて、指示でおこないます。母の介助を受ける生活では、細か

いことを伝えることもありませんでしたが、障がいがあるので行動で伝えるこ

とができないため、言葉だけで全てを伝えることは難しい部分も多いです。プ

ログラムでの体験と普段の生活を元に、自分にはとんな介助が必要なのかを考

えてまとめました。 

 

その後、中野区でアパートを探しました。なぜ中野区に住みたいと思ったか

というと、以前入院していた病院に通いやすい事と、知人が暮らしていたから

です。駅前にある不動産屋を何軒かまわり、約 1 ヶ月くらい通ったでしょうか、

今の家に決めました。家探しの前に、ロールプレイで、借りるためにはどんな

風に不動産屋の人に話せばいいか練習しました。一人で暮らすこと、住宅改修

をさせてほしいこと、介助者が入るので障がいがあっても危険なことはないこ

と、家賃を滞納することは絶対にないことなどを伝えて、大家さんが理解して

くれて契約できました。門前払いに近い対応のところもありましたが、GM とコ

ーディネーターが寄り添ってくれていたので、心強かったです。 

 

家も決まったので、介助者を入れてほしいという話し合いを役所の方としまし

た。しかし、私の介助の必要性を何度伝えてもなかなか分かってもらえず、重

度の障がいをもって生きていくことの難しさを、改めて痛感しました。障がい

をもって生きていると、さまざまなことに困難を伴ったり、不自由さや不便さ

を感じたりしますが、物理的に無理な場合や、命の危険がある場合を除いて、

どうしたら乗り越えられるかを考えたいし、時間がかかってもなんとかやり遂

げたいと思っています。障がいがあるからといって、自分のやりたいことを、

あきらめたくないと思っています。 
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ぶっちゃんの子育て奮闘記⑮  

～ ママ奮闘(@_@;) ～ 

その後、私の方は体調も戻りつつあり、退院することになりました。子ども

の方は基準体重に達していないため病院に残ることになりました。 

妊婦の時から子供に母乳をあげたいという希望があったのですが、薬を飲ん

でいると赤ちゃんに影響が出るとのことで主治医と相談し、どの程度体に負担

がかかるか試してみることにしました。入院中の子供に母乳を届けるのが、私

の日課になり１日おきに面会に行っていました。 

しかし、薬をやめ私の緊張も強くなってしまい薬を飲む必要性が出てきて、

一ヶ月で母乳をあげるのを断念することにしました。 

でも、少しでも母乳をあげられた事で赤ちゃんに免疫がつけられて良かった

なと思っています。 

  

子供が入院しているのと並行に市役所との話し合いが始まりました。 

私が育児が出来るよう、何か制度がないか児童課に相談をしたところ、「ない

ですね」と軽くあしらわれてしまいました。 

自分でも本当にないか周りの人に聞いたりして調べました。そして、ひとり

親制度（旧、現在の言い方は分かりませんが）この制度を使えないかと調べた

ところ、書類上には母子または、父子家庭で子供を見ることができない家庭に

使える制度なのですが、詳しく読むと、または両親がいても片親が子育てがで

きない理由があれば使えると書いてあったので、そこを強く主張し市役所と話

し合いました。 

市役所との話し合いでこの制度のことを使えないかと言ったところ、「ひとり

親制度なので、両親がいる家庭には使えない」と言われましたが、私が「書類

をちゃんと読め」と強く主張しました。しかし、役所もすんなりＯＫするわけ

なく、課長や他の職員を相手に次の日まで帰らずの押し問答となって、その日

の夜、私達が（小平の代表と職員数名）なかなか帰らない事を理由に不法侵入

扱いをし、役所が警察を呼び警察沙汰になってしまいました。（うそ～んっ！！） 

でも、警察にこれまでの経緯を話したところ「あ！そうなんですか？頑張っ

て下さいね！」と、あっさり帰り、その後も何回か話し合いを重ねた上、どう

にかこの制度が使えるようになりました。（ひとつの制度を使うのに苦労するよ

ね～(>_<)）ほんと皆ありがとう。 

（続く） 

大渕 由理子 
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自立者インタビュー 

～ゲスト・浅井博さん～ 

聞き手 淺川 都 

 

10 歳から去年まで施設にいた                  

淺川：では自己紹介をお願いします。 

浅井：浅井博です。小金井市に住んでいます。 

淺川：ここに住んでどれぐらい経ちますか。 

浅井：去年の４月の２６日に引っ越しました。 

淺川：では１年５ヶ月ぐらい経ちましたね。新しい生活には慣れましたか？ 

浅井：慣れました。 

淺川：引っ越して最初に困ったこととかありましたか。 

浅井：最初はベッドがなかったから床に布団を敷いて寝ていた。お風呂も使え

なかったので、事務所に行って体験室のお風呂を借りていました。 

淺川：今の生活を始める前は、どんな生活をしていましたか。 

浅井：埼玉にある、山鳩よりいという施設にいました。 

淺川：そこには何年ぐらいいたんですか。 

浅井：１０歳から去年まで施設に長いこといました。 

淺川：生まれてから１０歳で施設に入るまではどうしていたの。 
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浅井：実家で家族と暮らしていました。お父さん、お母さん、お姉さん、弟の

５人家族でした。兄弟は学校に行っていたけど、僕は障がいがあって学

校に行けなかったから、お母さんが編みものの内職をしていたので、そ

れを手伝っていました。その頃は、障がい者の学校がなかったから。そ

こから施設に入ったんだけど、施設にあった学校は僕が大きくなってい

たので、小学校５年生から入ることになった。本当は１年生から入りた

かったんだけど、だめだと言われてしまった。だからあんまり勉強して

なかったから、漢字を読むのが難しい。 

 

施設の中に学校があった                     

淺川：施設の中に学校があったの？ 

浅井：施設の中の食堂兼教室に先生が来て、勉強していた。その中に病棟もあ

りました。 

淺川：その中にはどれぐらいの人が入っていたの？ 

浅井：子どもから大人まで２００人の人がいた。僕が入ったのは、畳の部屋で

布団を敷いて１８人寝ていた。他にもベッドの部屋もあった。少し経っ

たらベッドの８人部屋に移った。食べ物禁止、持ち物禁止だったけど、

父兄が面会の時に内緒で持ってきている人もいた。職員に見つからない

ように、庭とかで持ってきてもらったものを食べるしかなかったんだ。

見つかったら没収されちゃうんだ。そういうときもあったんだよ。つら

かったよ。出されるご飯の量が少なかったから、お腹が空いていたんだ。

ご飯は５０グラムか１００グラムに決められてたから、それ以上食べた

くても食べられなかったんだ。我慢するしかなかった。朝５時から介助

が始まる。人数が多いから間に合わないから。夜は職員が帰ってしまう

から２０時に消灯だった。お風呂は戦争だったよ。お湯はぬるいし、ゆ

っくり入れなかった。お風呂とプールがくっついていて、片方は水泳、

片方はお風呂で、水は飛ぶしお風呂は戦争だし、次々と代わる代わるお

風呂に入れなきゃいけないから。 

淺川：それはかなり厳しい生活でしたね。そこの一つの施設にずっといたの？ 

浅井：昭和５５年の１１月１５日に、隣の施設に行くことになったんだけど、

僕は嫌だったんだよ。仕方なく引っ越したんだ。庭もないから、前いた

ところには庭やグラウンドがあって遊んでいたんだ。新しいところには

それがないから嫌だったんだ。新しい施設に移ってから、最初の頃は施

設の課長がいい課長だったから、お風呂もゆっくり入れたんだけど、だ

んだん課長も人が替わって、初めの頃は、もう子どもじゃないから好き

なもの食べてもいいよ、って食べ物の持ち込みも良かったんだけど、だ

んだん変わっていったんだ。次の課長はボランティアを使うようにって

言って、社協に言って、高校生とか将棋のボランティアを頼むようにな

った。その次に隣の施設から来た課長になったら、なんと食べ物全部没
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収。お風呂も改造して１人ずつのお風呂になった。その前は８人ぐらい

入れる広いお風呂だったんだ。色々厳しくなって、そこから自立する人

が出始めたんだ。あちこちの地域に自立していった人は、施設を出てか

らみんな太ったんだ。寝たきりのような重度の人でも自立していった。

あと園にいたときに、どこからか鈴虫の卵をもらってきて、看護師さん

と僕がもらって育て始めたんだ。そうしたらなんと増えすぎて１０箱に

なってしまって、最後には親にお説教されちゃった。半分を実家に持っ

て行ってもらってお母さんがお世話していた。園では僕が世話していた

んだけど、朝食堂に八百屋さんが来るので、今度来るときにナスを持っ

てきて、って頼んでおいて外で待っていたんだ。 

淺川：鈴虫すごい増えちゃったんですね。園で自立していく人を見ていて、浅

井さんはどう思っていたの？ 

浅井：不安だったんだよ。１人失敗したっていう話を聞いていたから。でも自

立したいなって思ってたんだ。だって園ではお風呂とかゆっくり入れな

いし。食べるものも自由に買って食べられないし。課長が替わるたんび

にどんどん厳しくなっていったから。制度が変わってあまりお金が入っ

て来なくなってから、クラブをしてお金を少し回したりしていたんだ。 

 

施設を出てよかったよ                      

淺川：浅井さんが自立したいって思って、最初に何から始めたの？ 

浅井：同じ園にいた○○さんが先に自立していたから、話をしたんだ。そした

らそんなとこにいないで早く出ておいでよ、って言ってくれたんだ。そ

れから少し考えて課長さんに話したんだ。課長さんからは前から施設を

出たら？って何回も言われていたんだ。それで出ようかなと思っていた。

１人失敗した人以外に失敗した話も聞かないし、しようかなって思って

いた。自立のための相談をいくつかの自立生活センターで迷ったんだけ

ど、小平にしたんだ。実家の近くにすると親が来ちゃうと思って、ちょ

っと離れたところに住もうと思ったんだ。自立の準備を始めて最初は、

お金を使いすぎるって説教されてた。自立についても反対されていたけ

ど、僕は黙ってコツコツと小平に通って自立の準備をしていたんだ。小

平で自立生活プログラムを受けていたんだ。家族は途中から反対したん

だ。なぜかというとお金を使いすぎるから。自立の準備でお金を使って

いたから。でも僕は自立に向けて、黙ってコツコツ準備したんだ。 

淺川：反対する家族を浅井さんは説得したの？ 

浅井：一回話したよ。大丈夫って言ったんだ。 

淺川：今でも反対しているの？ 

浅井：な、なんと今では引っ越したら、食べ物とか持ってきてくれたんだよ。

反対していたのに不思議だと思ったね。 
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淺川：浅井さんが頑張って自立したことや、新しい生活を見ていてくれたって

ことかな。 

浅井：わかんねえ。でも（施設を）出てよかったよ。出ていなかったら、もう

出られなかったかもしれない。お父さんの名義で入っていたから。お父

さん死んじゃったから。お父さんが死んじゃってからでは、出てこられ

なかったかもしれない。 

 

施設を出て良かったなって思うことは、自由。           

淺川：出られてよかったですね。今はどんな生活しているの？ 

浅井：ふつう。朝はゆっくり起きて、買い物に行ったり、掃除や洗濯したり、

お風呂に入ったり。お風呂は朝入ったり夜入ったり、好きな時間に入り

たいときに温かいお湯でゆっくり入れる。ご飯も好きなもの食べてるよ。

肉より魚が好きだから、園では肉ばっかりだったんだよ。鮭の上に鯛み

そが乗っかったのとか出たんだけど、甘くて好きじゃないんだ。園では

外出をして近くのスーパーに行って買い物していたんだけど、秋になる

とさんまが出るから焼いてください、って注文して時間になったら取り

に行ってレジでお金を払って食べていたんだ。１回で３匹ぐらい食べち

ゃったんだ。持って帰れないから。魚はさんまが一番好きで、はらわた

のところが美味いんだ。園だと悪くなっちゃうから、はらわたを取った

さんましか出ないんだ。 

淺川：好きな物が食べられるって幸せなことなんだね。自立して大変だったこ

とはありますか？ 

浅井：最初ベッドがなかったり、お風呂が使えなかったこと、今は特にないな

あ。 

淺川：自立して良かったなって思うことはどんなこと？ 

浅井：自由。園では全部決められていたから。自由がなかった。 

淺川：これからやってみたいことってありますか？ 

浅井：今のところは考えてないなあ。 

淺川：最近どこかへ行ったりしていますか？ 

浅井：この前電車で海に行ってきたよ。すごく良かったよ。 

淺川：これからやってみたいこととか、行ってみたいところとか出てくるかも

しれませんね。今日はお話を聞かせてくれて、ありがとうございました。 
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みなさんこんにちは。クリちゃんこ

と栗田健司、藤子・F 作品と宮崎アニ

メ、そして練乳をこよなく愛する４１

才です。奥さんと２人の男の子、２匹

の犬（最近１匹増えました・・）と１

匹のどじょうと仲良く暮らしていま

す。出身は北海道東部にある津別（つ

べつ）町。３人の男兄弟の真ん中で寒

さ厳しい大自然の中様々なものに鍛

えられながら育ちました。・・・とい

う割に性格はおとなしい方でインド

ア、酒・タバコには疎いスィーツ男子

（おっさん）です。「酒」と付くもので唯一好んで飲むのは甘酒で、毎年冬にな

ると酒粕から作って飲んでは顔を赤らめています。 

私が CIL・小平で介助をし始めた１９９９年当時はヘルパー採用時の研修が法

的に義務化されていなかったため、現在の重度訪問従事者養成研修から見ると

かなり短い２時間ほどの小平オリジナルの研修（主に座学）と、超短いコーデ

ィネート（介助初日に１０分～２０分でコーディネーターが帰ってしまう！）

が基本でした。しかし、一見不親切なそのやり方のおかげで、介助に関する多

くの事を、自立生活を始めたばかりの障がい当事者本人から直に教えてもらう

という今考えると大変貴重な経験をさせていただく事ができました。そんな経

験を重ねていくうちに介助中はその利用者の方の価値観、世界観を通して世の

中が見えてきたり物事を考えたりしていると感じる事が多くなり、自分とは違

う人の生活、大きく言えば人生を生きる感覚を与えてくれる介助というものが

楽しくてたまらない！そう思うようになって行きました。 

介助を始めて２年ほど経った頃、当時の私は介助職員という立場でしたが、

この仕事を続ける上で大きな出来事がありました。それまで利用者にぴったり

寄り添う介助こそが理想の介助の形だと信じて疑わなかったのですが、特に利

用者がある対象を批判する時には批判の内容までぴったり共感してしまうと、

利用者が自分を省みる時機を奪ってしまったり遅らせてしまう事があるのです。

また、批判していた対象との関係が改善した場合には、今度は介助者が批判の

“こだいらいん”はお古な職員から真ん中

どころの職員の方々の自己紹介や今思って

いることなどいろんなことを紹介していく

コーナーです。  
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対象にもなり得ます。そんなある日、利用者の批判の対象が事務所の対応にあ

った時、立ち位置が既にブレブレだった私に川元さんが言ってくれた言葉があ

りました。 

「私は何があろうとその人の一生に付き合う」。その言葉から川元さんの覚悟

を目の当たりにし、利用者の自立を支援する者が強く心に持っていなければい

けないものがある事を教えられました。そして、この事務所について行こうと

決意した瞬間でした。 

そんなこんなで、それ以降も多くの方にご迷惑をおかけしながら、それなの

に多くの方に支えられながら小平にいさせていただいています。これからは少

しでも周りに恩返ししていけたらと思っていますので、皆様、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

【ＮＥＷ ＦＡＣＥ紹介】  

― ようこそキャラバン、ありがとうハイエース ― 

これまで長い間、移送サービスやさまざまな事業、イベント等に活躍してき

た、CIL 小平の車、「ハイエース」。もともと日本財団から助成を頂いて、各地を

走り回っていましたが、頂いてから 15 年以上が経ち、走行距離も 10 万キロを

ゆうに超え、まだまだしっかりしているとはいえ、リフトの修理なども頻繁に

なり、やはり古さが否めない状況でした。 

 

そこで今回、新しい車両を導入して、より一層事業を活発に行おうというこ

とになりました。幸いにも、赤い羽根でおなじみの共同募金会より助成を頂け

ることになり、新しい車両として「キャラバン」が自立生活センター・小平に

やってきました！！ 

 

やってきたキャラバン、やはり新しい車両とあって、さまざまな部分が最新の

装備となっていて、使いやすいです。中は広々、手動車いす利用の方なら４名

が同時に乗れる大きさです。リフトも静か＆スムーズで、移送の利用者の皆さ

んにも、より安心して

乗って頂けるのではな

いかと思います。 

 

CIL 小平の新しい仲

間、キャラバンを、ど

うぞよろしくお願いし

ます！そしてハイエー

ス、長い間ご苦労様で

した！  

番外編 
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ばばぁ～のたわごと 
 

 

 

最近の境地＝「老兵は死なず、ただ消え去るのみ」 

 

長年介助者をやってきましたが、あと 2 年で介護

保険第 1 号被保険者になるので、最近はどんな介助

者になりたいかというより、介助者を入れるならど

んな介助者が良いのかを妄想します。 

 

 

でもさらに深刻に妄想するのはどんな利用者に

なれるか、なりたいかです。物忘れが激しく名詞が出ない現実では、「あれ」「

それ」で分かってくれたら楽だなぁ。でも実際には介助者は「あれそれ」では

わからないし、わかる介助者を「良し」とすると、わからない介助者は気が利

かない介助者となってしまう。でもそれはチョット違う。 

 

 

そこで介助者には何を求めるのか・・・となるとこれは、仮にもＣＩＬのコ

ーディネーターをやってきた私とするなら介助者に求めるより先に障がい者に

高齢者（自分）に求められることが先にある気がする。 

「あれそれ」しか出て来ない状況で名詞を言えといわれても無理・・・では

介助者に指示できないのか？ 

それならせめても「名詞が出てこないの。ごめんね！で、そこのあれとって

」と一言自分が言えない事に詫びをいれたいかな。 

でもさらに自分が言えてない、出来てないことに自分自身で気がつかない場

合は詫びを入れようにも入れられないし・・・。 

 

 

とどのつまりが、私には「出来る利用者」にはなれないという事かな。 

こんな私をＣＩＬは暖かく見守って、生涯にわたり出来ないかもしれない私

を諦めずに関わり続けてくれるのでしょうか。 

それでも高齢障がい者としての役割がまだ出来るのであればずっと仕事は続

けたい私です。 

最古参コーディネーター 馬場 真美  
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《 活 動 報 告 》 
2013 年 6 月 

 
3 日 （月） マネージャー会議／個別ＩＬＰ（竹島） 

4 日 （火） 
医療情報会議／マネージャー会議／個別ＩＬＰ（竹島）／個別ピアカウンセリング（淺川）

／ピアカンＩＬＰ会議／つきの道 

5 日 （水） 研修会議／個別支援会議 

6 日 （木） チームリーダー会議／マネージャー会議／長期ＩＬＰ 

7 日 （金） 職員会議／報告検討会議／ＧＭ会議 

8 日 （土） 職員会議／報告検討会議 

10 日 （月） マネージャー会議／ピアカジュアル／個別ＩＬＰ（淺川） 

11 日 （火） マネージャー会議／リーダー養成集中ＩＬＰ／交通行動東京実行委員会事務局会議（山嵜） 

12 日 （水） 個別支援会議／国土交通省訪問（山嵜） 

13 日 （木） マネージャー会議／長期ＩＬＰ／個別ＩＬＰ（小泉、竹島）／ＤＰＩ日本会議訪問（山嵜） 

14 日 （金） 報告検討会議／ＧＭ会議／研修会議 

15 日 （土） 交通行動東京実行委員会（山嵜） 

17 日 （月） ＧＭ会議／個別ＩＬＰ（竹島）／障害者センターピアカン（大渕、淺川） 

18 日 （火） 利用者会議／マネージャー会議／ピアカンＩＬＰ会議 

19 日 （水） 個別支援会議／個別ＩＬＰ（小泉）／東村山市交渉（竹島）／鉄道会社来所（山嵜、大渕） 

20 日 （木） チームリーダー会議／長期ＩＬＰ／マネージャー会議 

21 日 （金） ～22 日（土）相談支援従事者初任者研修（小泉）／報告検討会議 

23 日 （日） 全国脊髄損傷者連合会東京支部役員会（山嵜、淺川） 

24 日 （月） 個別ＩＬＰ（竹島、淺川）／ＧＭ会議 

25 日 （火） 利用者交流会／個別ＩＬＰ（竹島）／マネージャー会議 

26 日 （水） ～27 日(木)相談支援従事者初任者研修（小泉、大渕）／研修会議／個別支援会議 

27 日 （木） 
長期ＩＬＰ／ピアカンＩＬＰ会議／マネージャー会議／バリアフリーリーダー養成研修打ち

合わせ（山嵜） 

28 日 （金） ＧＭ会議／報告検討会議 

29 日 （土） 視覚障害者労働問題協議会訪問（山嵜） 

2013 年 7 月 
 

1 日 （月） 個別ＩＬＰ（淺川）／ＧＭ会議 

2 日 （火） 
マネージャー会議／東京都自立生活センター協議会総会（竹島、淺川）／視覚障害者労働問

題協議会訪問（山嵜） 

3 日 （水） 個別支援会議／個別ＩＬＰ（小泉、竹島） 

4 日 （木） チームリーダー会議／マネージャー会議／ＤＰＩ日本会議打ち合わせ（山嵜）／長期ＩＬＰ 

5 日 （金） 職員会議／ＧＭ会議／報告検討会議 

8 日 （月） 個別ピアカン（淺川）／ＧＭ会議／マネージャー会議 

9 日 （火） 
マネージャー会議／ピアカンＩＬＰ会議／医療情報会議／バス会社視察（山嵜）／交通行動

東京実行委員会事務局会議（山嵜） 
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10 日 （水） 小金井市交渉（小泉）／エコロジー・モビリティ財団来所（山嵜） 

11 日 （木） マネージャー会議／長期ＩＬＰ 

12 日 （金） 報告検討会議 

13 日 （土） 交通行動東京実行委員会（山嵜）／自薦ヘルパー推進協会研修（川元） 

16 日 （火） 利用者会議／マネージャー会議／全国脊髄損傷者連合会東京支部役員会 

18 日 （木） 長期ＩＬＰ／マネージャー会議／ＤＰＩ日本会議打ち合わせ（山嵜） 

19 日 （金） 報告検討会議／個別ＩＬＰ（竹島）／ＧＭ会議 

20 日 （土） 交通行動東京実行委員会（山嵜） 

22 日 （月） 個別ＩＬＰ（竹島）／アシストミル来所／ＧＭ会議／障害者センターピアカン（大渕、淺川） 

23 日 （火） ピアカンＩＬＰ会議／個別ＩＬＰ（竹島）／マネージャー会議／都庁訪問（山嵜） 

24 日 （水） 個別ＩＬＰ（竹島）／ＤＰＩ日本会議バリアフリー部会（山嵜）／国土交通省訪問（山嵜） 

25 日 （木） 長期ＩＬＰ／マネージャー会議／ＤＰＩ日本会議打ち合わせ（山嵜） 

26 日 （金） 報告検討会議／個別ＩＬＰ（竹島）／ＧＭ会議 

29 日 （月） 
個別相談（竹島）／個別ＩＬＰ（淺川）／マネージャー会議／～30 日（火）エコロジー・モ

ビリティ財団研修（山嵜） 

30 日 （火） 利用者交流会／マネージャー会議 

2013 年６月ピアカジュアル 

東京タワーにて 
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みなさん、こんにちは。朝夜の気温も大分低くなり、秋真っ盛りといった風

ですが如何お過ごしですか？さて、前回に引き続き家電の話をもう一つ。みな

さんは電化製品を買いに行く際に平日と休日、どちらを選んで行きますか？そ

んな事自分は考えた事なく、混んでる休日よりは空いている平日の方が行けれ

ばいいなと思ってました。先日テレビで見たのですが、多くの大手家電量販店

は混んでいる休日に、より多くの物を売るために平日より安くしている場合が

多いそうです。一人暮らしをしていると何かと入用になることも多いので、ぜ

ひ参考にしてもらえたらと思います。 

 

（編集長 小泉） 

 

■自立生活センター・小平 地図 

編 集 後 記  
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各サービスを利用される方には、協力会費を頂いております。 

入会ご希望の方は、下記までお問い合わせください。 

会費：年額 4,200 円(年度途中から入会の場合月額 350 円) 

 

《編集》自立生活センター･小平        《発行所》 

〒187-0003 東京都小平市花小金井南町     障害者団体定期刊行物協会 

    １－２６－３０ パラシオ 102     東京都世田谷区砧 6-26-21 

TEL/042-467-7235 FAX/042-467-7335           （定価 100 円） 

Ｅ－ＭＡＩＬ：cilkodaira3＠hotmail.com 

 

 

 

近隣の 8 市にまたがって身体障害者、知的障害者、精神障害者にサービスを

提供しています。（初めてサービスを利用する場合は、利用規約等について

事前に説明する場を設けさせていただきます。） 

  ・自費利用 ①知的・ガイドヘルプ  ￥１，４５０／時 

        ②家事援助       ￥１，４５０／時 

        ③重度訪問介護     ￥１，５００／時 

        ④身体介護       ￥１，８００／時 

  ・ＩＬＰ、ピア・カウンセリング利用 ご相談ください。 

  ・自立支援法によるヘルパー利用   ご相談ください。 

 

◇  介助制度、手当、住宅改造、生活保護などの制度利用の申請のサポートな

らびに生活に関わるあらゆる相談をお受けします。 

・  電話相談：３６５日、９時～２２時 

・  面接相談：月～金、１０時～１７時 

◇  ピア・カウンセリング（集中講座、個別） 

◇  自立生活プログラム（生活力、社会性を高めるプログラム） 

  長期プログラム、短期プログラム、個別プログラム、単発プログラム 

 プログラムテーマ例…障害って何？・介護を頼もう（介護者との関係）・

制度学習・フィールドトリップ・お金の管理・調理実習   …など 

◇  宿泊体験－民間のアパート（自立生活体験室）に泊まって、自立生活を体

験するプログラムです。 

◇  自立生活をめざすための住宅サービス（アパート等の住居の確保） 

◇広報誌の発行（制度や自立生活のノウハウに関する情報提供、情報交換） 

２４時間・３６５日介助

派遣サービス 

障害者生活支援事業

サービス 


